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59･ ピレ トIJン及びアL<ス LJンに対すると′くラク トン (サ どこン)及び関連化合物の共力

効由 こついて (その1) 出離の油 剤に田する研衰 (m18招)･松原弘道 (岐阜大学凸学部出:A･･化学

敬重) 32.10.2受理

ピレトリ′ン及かァレス･)ンに対するヒバラクトン (サt:･ニン)及びその閃迎化合物10超の兆JJ効11上

を,アカイエカ幼虫及びイエバエ成虫を用いての生物試験によって研兜し, ヒバヲクトンがピレト ･

I)ンに対するより以上にアレスI)ンに対 して大なる火力効果を示すという独特の性能を備えること

を発見し,そのアレス')ンに対する共力効果が, アカイエカの場合はヒノキニン及びピベロニルプ

トキサイードのそーれよZ)虚ろのを認めた. 又閑適化合物の化学F.M とピレスロイドtこ対する共力効果

Iとのm係についても2,3の知見を得た.

先に著者1)はヒノキニン(I)がピレト1)ンに対し非

力効果を有するfJlを発見し,更にその近緑化合物の化

学梢道とピレト1)ンに対する非力効只との関係につい

て研死し,それが非力効果を示すためには.2倍の3,

4-メチレンジオキシフェニル誠の外, 中心核 と して

y-ラクトン群の存在が必盟である郡を指摘した.

JR近我が国に放て増村e)によって "ちやばひば"

ChクmaeCnan'sobEusa Sieb.etZucc.から,又

これと独立に Schreckerelal.3)によって パさびな"

JuniperussabinaL.から夫々分離されたビバラク

トン (ザt='ニン)(ⅠⅠ)は･y-ラクトン現のカルポニル

に隣る炭素銃に1倍の二EI結合を有する等fのタt,共の

中心核の榊近並びに不詩炭素原子に対する正体配田が

ヒノキニンと同一であることから,それがピレトリン

及びアレス.)ンに対し如何なる程度非力効果を示すか

は舛味ある閃既である.

著者1)はピレト))シ及びアレス ')ンに対す る ヒバ

ラクトンの非力効刀!を明らかにせんとして,ピレスロ

イド～ヒパラクトン況合乳剤池びに粉剤のアカイエカ

の幼虫に対するノックダウン及び致死効果地びにイエ

バエに対するノックダウン効果から,それ等の共力効

穴を節定し,同時に共の共力効果とヒノキニン並びに

ピペbニJt/プトキサイド(VIII)のそれとの比較をも

行ったところ,ヒバラクトンのピレトリンに対する共

力効班はヒノキニンと大差はないが,アレス ')ンに対

するそれはピレトリンに対するそれより遇か大であり,

邦の八･力姥はLJベロニルプトキサイドのそれより大で

あるとい う特邦の挫円をイJするりF,-i･発托した.iL!に此

の性TIが如何なる化学描出に朗囚するかを知るrj的で,

ヒバラクトンの近縁化合物としてその γ-ラクトンB3

●本糾IBの政男は昭和32咋4月11日.日木瓜芸化学会大

会 (東京)にて訴拭.

の位'Rに2倍のカルボキシル基を持つコハク慨誘串体

10壬屯を探 り挙げ.それ等の化学構造とピレト')ン及び

アレス ')ンに対する非力効果との関係を約とri-d様な生

物試験からm賀iL,2,3の新知見を持たので併せて此

処に印EBする.

奨 験

T.窮験材料及び方法

1.鵬試水剤 除山菊エキスはビレト')ンーⅠ4.83

%,ピレト7)ンーⅠⅠ3.50%(Seil氏変lJ三)の-rTJ-仮晶,

アレスリンはは友化学割の93%晶(ポーラログラフ法),

ヒノキニンはml招6)に記載のもの,ヒバラクトン及

び邦の近糾 ヒ公物1咋珪(ⅠⅠIa,b～VIIa,b)は総て増村

光雌氏から瓜与きれたもので,其の化合物名及び融点

を邦1式に,文才Cの化学稲造を第 1図-2壬に示す.

2.桝試昆虫 アカイエカ CuleXpipl'ensvar.pal-

lensCoqui.の幼虫は節11報6)に記職したと同様のも

ので,採災した卵塊を水相中で卿 ヒせしめ,●雑用酵母

を餌として飼育した3齢幼虫である. 又 イエバ ェ

Muscadomesticaviclna･Macq.の城山は節6報7)

に記載したと同様の高枕系のイエノiェで.羽化後 4-

5日のものである.

3.実験方法 供試乳剤のアカ-ィェヵの幼虫に対す

るノックダウン及び致死効果は著者がJTU招8)及び茄11

WJに倒岱したペ トリー皿法により,又粉剤のイエバ

エに対するノックダウン効果は,J実験矧だ及び方法共

に良沢の)による撒粉降下袋田法によって夫々検定した.

なかピレスロイドと兆力剤との況分比は総て 1:8と

し,アカイエカの幼山に対するノックダウン試験に用

いた桝qJC乳剤では,0.025%ピレト')ン (アレス .)ン)

乳剤 〔除山猫エキス0.3g(アレス 1)ン 0.027g),Tri･

lon･Ⅹ1001.5g.キシロール 0.7g,水で100ccとす
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Table･1･Codenumberan'dmeltingpointofcomponds'tested.

Codenumber l Compound l m.p .oC
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m

m

hinokinin

hibqlactone(savinin)

meso･α,β-dibenをIsuc占inicacid ,

meso-a,p-dipiperonylsuccinicacid

dl-a-benzyliden-β-ben_zylsuccinicacid～

dl-a･piperonyliden･P-Piperonylsuccinicacid

a,p-dibenzylidensuccinicacid

a,p-dipiperonylidensuccinicacid

dl･a･benzylsuccinicacid

dl･a-piperonylsuccinicacid

lrans･a･benzylidensuccinicacid

a-p王peronylidensuccinicacid
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191′ー193 ､
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162.0-163.5

216一一218

210
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担体とし,浴解混合法によって調製し,共の組城はm

7表に示す通りである.

'ⅠⅠ.■実験結果及び考察

1.ヒバラクトンのピレトリン及びアレスリンに対

する共力効果

ヒバラクトンのビレスロイドに対する非力効果を,I

共の混合乳剤のアカイエカの幼虫に対するノックダウ

ン地びに致死効架及び混合粉剤甲イエバエに対するノ

ックダウン効果から界定し,併せてらノキニン及びピ

:Jheロニルプトキサイドのそれとの比較をも行った.

A･ ピL:トt)ン及びアレス1)ンq)アカイエカの幼虫

(Va,ら)

る〕0.20cc(0.1cc)に0.2%共力剤の乳剤 (共力剤

0.2g,Triton･Ⅹ1001.5g,キシロール0.8g,水で100

ccとする)0.2cc(0.1cc)を混和し水で'1000ccとし

た.同じく邦の致死試験に用いた乳剤原液では,其の

組成を純ピレト･)ン或は純アレス.)ン0.25%,共力剤

2%,Triton･Ⅹ10045%,キシロール 50.00-54.73

%と一し,A系列はピレスロイド十ヒバラクトン,B系

列はピレilロイド+ヒノキニン或はピreロニルプh'.キ

サイド,C系列はピレスロイドqi剤,I)系列はヒパラ

クトンql剤,E系列はヒノキニン戒はピベロニルプト

キサイド嘩剤とした.なお粉剤の場合は総てタルクを
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Tab102.Tlme(mln.)･knockdown(,･i)ofmosquitohrvaelor'BynCr紳 cdpyrか
thro王demulSionSwithhibahctone,hjnok王nin 8ndpiperollylbutox王dc(VIII).One
hundredhdividuAl9WeretlSedineachemuls王ong.

pyr.--pyrethr王n9,a一l.-1allethrin

Table3.Effectivenessofsynergizedpyrethro王demulsionswithhibtllaCtOne.hho-
kininzlndpiperonylbutoxidetomosquitolarvae.

に対するノックダウン効力へのヒバラクトン,ヒノキ

ニン及びピベロニルプトキサイドの非力効果 TJJJ印R)

に放て.?_!者はピレトリンのアカJI'ェヵの幼山に刈する

ノックダウン効力への火力刑の非力効爪と邦の致死効

力へのJt･力効果とはほ 平ゞ行(別科こある印を認めたの

で.n初tfレスロイドのアカイエカの幼出に対するノ

ックダウン効力へのヒバラクトン,ヒノキニン及びビ

ベロニルプトキサイドの非力効果を比較し第2表の如

き純穴を打た.

郡2衣の宍験結卿 こついて史に柄密の比較を行 うた

め,flu印と同様にBliSSの時m一反応率Flh椋1次変換

柁作を出してJCの阿仰方程式を求め,邦の方程式から

Rtに大沢苛10)の方状によって各乳剤の拍対及び相対-1i

効兜を井川すると那3才iの如くなる.

今小火ノックダウン時間を乳剤の有効度として名訳

すれば.ヒパラクトンはヒノキニンと同様にピレトリ

ンに対し共力効果を示し,共の共力皮 (1.70)はヒノ

キニンのそれ (1.92)に伍か劣り,又ピベロニルプト

キサイドのそれ (2.93)の0.58倍に相当する. 然し

アレス))シに対しては俊れた共力効果を示し'邦の兆
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Table4.Dosage(ppm)-mortality(%)ofmosquitolarvaeforsynergi21edpyrethrum
emulsionwitIIIlibalactoneand hinokinin.Onehllndred individualswereusedin

eachdosage.

Dilution I Dosage ipyr.Al(ⅠⅠ) Ipy,.Bl(Ⅰ) 卜 畏 L 品 l

Table5.Dosage(ppm)･mortality(形)ofmosquitolarvaeforsynergizedaltethrin

cmusionwith hibalac.tone,hinokininandpiperonyl､butoxide･Onehundredindi-
vidualswereusedineachdosage.

Dilution Dosage A.IAll.+(.ⅠⅠ) B4All.+(Ⅰ) C4.All. D4.I(I.I) E4,(I)1 ASAlL+(ⅠⅠ) BBAll.+(ⅤⅠⅠⅠ)･CS二･AILI.-DG(ⅠⅠ) E5(ⅤⅠⅠⅠ)

9600104.17 - -■- - 87 : 100.- -■- -- - - 100 100

12800 78.125 - -.■■■ ●- 66 78 - -■-■ --- 83 -83

19200 52.083 ■■ー- ■l- - 27 42 ■■■■- 一■･.- 一- 41 21

22490 44.643 - -.･..- 88 ●●●■■■- - - 9台二 ■llll.-
25600 39.063 -- 100 79 . 12 ノ {20 - - 85 16 2

32000 31.250 152 59.

44800 22.321 ■lll-■ -- 2? ■--- 一･･.■- ■■- - 27 -
51200 19.531 98 ･ 73 - 13 ■■■- -■- 98 95 .13 -■■■-■ 一■■-

■64000 15.625 85 -ll■- -■- --■■- - 86 56 - - ･.･.■-
76800 13.021 59 27 -- ■l･.- - 62 + 29- - -- -

102400 9.7656 22′ .8 -- - 一■- 26 -ラ - 一- --
･128000 7.8125 5 - - -- ■■■■- 5 0..'-- -■■■■■■- ■■■■-

力皮 (3.50)は3者のうち銀笛で,ピベロニルプトキ

サイドのそれ (2.43)-の1.44倍に相当する. なおビ

ベロニルプトキサイドのアレス リンに対する共力度は

ピレトリンに対するそれの0.83倍に過ぎないが,ヒバ

ラクトンの場合は2.08倍という大なる倍を示す.

B. ピレトリン及びアレスリンのアカイエカの幼虫

348
/

に対する致死効力へのヒバラクトン,ヒノキニン及び

ピベロニルプトキサイドの共力効果 前項の災故に

よりヒバラクトンがピレスロイ､ドに対し特刃の非力効

果を示すことを見出したので,更にピレト.)ン及びア

レスリンのアカイエカの幼虫に対する致死効力へのヒ

バラクトンの共力効架とヒノキニン及びピベロこルプ



防 虫 科 学 郡 22 怨-TY

Tnblc6.Ab301uteclfcctivcnessoEsyncrgizcdpyrcthrum zlndallcthrinemulSionS
withh王balactone,hinolく;nh andpipcronylbutox王dctomosquitolarvae.

トキサイドのそれとの比牧実験をペ トリー皿法によっ

て行ったこ各乳剤の稀釈倍率,非虫と致死率との関係

を節4及び5衣に示す.なお表中の致死率は各宍験錨
に無処理対照区として200匹の昆虫について生存曲率

を求め,Abottの式によって祁正した値である.

節4衷及び5衣の結果について更に柄密の比較を行

うため,難攻を共の対数に,致死率を probitに田き

換え,前述の如き方法で各乳剤の絶対有効灰を卯山す

れば節6衣の如き数値が狩られる･

節6衣の LDl50からヒバラクトン,ヒノキニン及

びビベロニルプトキサイドのピレトリン及びアレス リ

ンに対する非力効穴を Goodwin･Baileyeta1.1])の

非力皮の嘩位をもって罪定衣示すれば,A3-E3系列

に放けるピレトリンに対するヒバラクトン及びヒノキ

ニンの共力皮は夫々 1.49及び 1.62にて,前者は後

者の 0.92倍に相当する･Al～E4に於けるアレス])

ンに対するヒバラクトン及びヒノキニンのjt･力FA'は夫

々 2.46及び 1.88で,前者は筏者の 1.31倍に相竺̂I

L,又A5-ESに放てはヒバラクトン及びピベロニル

プトキサイドのアレス.)ンに刈する非力皮は夫々2.36

及び 1.89で,71TL抑 ま絶新の 1.26倍に相当する.此

の際ヒバラクトン及びヒノキニンのアレス1)ンに対す

る非力姥は,ピレト.)ンに刈するそれより何れも大で,

夫々 1.65及び 1.16肺に相当する.

先に著者8)は乳剤のアカイエカの幼虫に対するノッl
クダウン効果と致死効果七が平行関係にある印を指摘

したが,木実験のピレトリンのみならずアレス リンに

於でもまた邦の非力兜の職位はTruqlのノックダウン粥

験に放ける結果と一致し,それでのFT.J''こ平行関係が成

立する印を示している.

C.ピレトリン及びアレスリンのイエバエに対する

ノックダウン効力へのヒバラクトン,ヒノキニン及び

ピベロニルプトキサイドの火力効果 的記方法によ

って調軌 一光組成を布するtl≒試粉剤を1回に0.1g

和粉降下班'B法によってイエバェに通用し,共のノッ

'9ダウン率を求めた.実験は1薬剤について4回,令

計100匹 以上の昆虫について行った.各粉剤の組成,

処理時間とノックダウン虫率との関係を邦7表に示す.

なおヒバラクトン,ヒノキニン及びビベロニルプトキ

､サイドの各々を1.6%含む叩剤では,何れの切合も処

軍即古間内にイエバエに対し全くノックダらン効果を示

さなかった.

m7才壬の紙爪をKm すると耶8･Jlに示すような捌 l't

がはられる.

即ちヒバラクトンはピレトリンのイエバエに刈する

ノックダウン効力へ八･力効取を示し,非の非力既 (1.

54)は,アカイエカの幼dtの場合と反対にヒノキニン

のそれ (1.09)より大であるが,ピベロニル1.トキサ

イドのそれ (6.44)より遥かに少で,その 0.24倍に

相当する.又ヒ･l'ラ'クトンはアレス.)ンに対しても同

様に共力効果を示し,共の共力度 (3.22)はアカイエ

カの場合と反対にヒノキニン及びピベロニルプトキサ

349



′

′防 虫 科 学 節 22 巻-叩 .

Table7.Time (min.)･knocl⊂down(%)ofI10uSefliesforsynergizedpyrethrum
and allethrin dustswithhibalactonc,hinokininandpiperonylbutoxide.Average
offourtests.′

Table8.Effectivenessofsynergized pyrethrum and allethrinldustswitllhiba-

1actone,hinokininandpiperonylblltOXidetohouseflies.

イドのそれ (3.69及び 5.99)より少で,後者の0･54

倍に相当する.このように桝試昆虫によって共力皮が ､

全く逆となる現毅は最近 Nash12)もイエバエ及びナン

キンムシに対して ピベロニルプトキサイド及び IN∴

930を用いた生物試験に放て認めている.なお前項の

アカイエカの幼虫に対する生物試験の吻合と同様に,

ヒバラクトン及びヒノキニンのアレスリンに対する共

力皮はピレトリンに対するそれより造かに大で,夫々

その 2.03及び3.38倍に相当する.Piquett,】3)Jones

etal.10,Gersdorff.etal.'5',著者16'u及び Faleset

al.17)の研死により現在までモこ知られている天然及び

合成共力剤は,同丁組合せに於て,アレスリンに対し

350
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ては天然ピレト.)ンに対する程大なる共力効果を示さ

ない撃が観察されているが,本実験に於けるヒパラク

トン及びヒノ'4ニンはこれと反対にアレス･)ンに対し

てほどレト.)ンに対するより常に大なる非力効果を示

し,矧 こヒバラクトンのアレスt】ンに対する非力皮は

ピレトリンに対するそれの 1.65-2.08倍に当り,ア

カイエカの幼虫に対する試験では,合成非力剤中位も

優れたもの 一ゝつと考えられるピベロ､ニルプトキサイ

ドに優る共力効果を示す. これは今日までに報告せら

れた諸共力剤に全く見られなかった独特の性能という

ことが出来る.
I

.合成ピレスロイド特にアレスリンの宍用化に伴い,
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Table9.Time(min.)･knockdown(形)ofmosquitolarvaeforBynCrgizedpyrethrum
emulsion9With9uCCin王c acid der王Y8t王veS relatedtohibalactonc.Onehundred
indiv王dutLlSWereuSed王neachemulS王ong.

Tab一e10.Effectivene950fsynergJ.Zedpyrethrum emulsion with SuCC王nlc8C王d
derivativegtOmosquitolarvae.

Ab50luteefEectiveneSS RelfltiVeefEectivene99

A8 0.495 2.021 1.69813ー 49.903. 1.00

'B8 1.125 0.889.. 1.85995 72.435 0.69 .

･C8 0.912 1.097 .1.67842 47.689 1.05

Dd. 0.556 1.800 1.39483. 24.822. 2.01

Eけ ■0.919 1.232. 1.93504 86.107 0.58

それに適応する優秀な共力剤がないとい う陸路がある

ために,世界各国に放て共の探求が盛んに行われてい

る現在に放て,このような特異の性経を有する化合物

の発見は 3,4二メチレンジオキシフェニル基を有する

化合物中にもなおアレス.)ン共力剤として優れた化合

物が存在するとい う布部を与えるものである･

2.ヒバラクトン閃迎化合物の ピレトT)ン及び アレ

スI)ンに対すろ兆))効只.

肌qtの実験によってヒバラクトンがピレスロイドに

対して相月の八･力効果を-I)-するTJfが明らかとなったが,

かゝる比価が如何なる化'･tlql'F比 に兆くかを明らかにす

る印は,アレスー)ン共力剤を研死するに当って韮変な

ことであると考えられる.そのため先づその化学構造

特に両フェニル兆関の伏流机上の二重結合の有無並び

に軟とピレト.)ン及びアレス.)ンに対する共力効果と

の関係を明らかにする目的で,ヒバラクトンに近縁構

造を有するコハク懲誘鞘休10班 (ⅠⅠⅠ8,b～VIIa,b)に

ついて実験を行った.)t･力効果P判在は総てピレスロ

イド叩剤,l(,:ぴにそれとtlも抑ヒ合物との氾令乳剤のアカ

イエカの幼illに対するノックダウンntJ:畝にJ:つた.舵

のmtJも.iJ:化合物は何れも71槻折娘に締めて邦m性であ

るので.41.々 竺1mのTt'汁とソーダ桁牧(0.1N)に桁解し,

ナL.).ウム糊の水桁牧として氾和した･狩られた結果

を那9才引こ示す.

i7!9訪…の泉fi架を処理すると節10表に示すような数倍

が柑られる.

節10衣の結果から両 3,4-メチレンジオキシフ.ェニ

ル基間の炭素鎖に二重結合2倍を有する a,P･dipi-

peronylidensuccinicacid(Vb)はピレトリンに対し

てかなりの共力効果を示し,p共の共力皮 (2.01)はヒ

351
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ノキニンのそれには 等ゞしく,又=窒結合1倍の dl-

α-p王peronyliden･β-p王peronylsllCCinicacid(ⅠVb)は

雌か火力効取を示し, 二重結合のない meso-α/p-

dipcronylsuccinicacid(ⅠⅠIb)は全く共力効果を示さ

ないことがわかる.此の際二韮結合数の増加は共力効_

穴の糊大をもたらす結果を得ているが,~前項のアカイ

エカの幼虫に対するノックダウン試験に放て,二重結

合1倍を布するヒバラクトンがそれを全く有しないヒ

ノキニンより共力効果が住か劣るという反対の結果が

狩られていることから,共力効果は二重結合の有5.1鵠池

びに数のみに支配きれるものではなく,他の構辺上の

囚芋にも多く支配されるものと想像せられる.3,4-メ

チレンジオキシフェニル基1倍を有する dl･α-piper二
onylsuccinicacid(VIb)及びa･piperonylidensuccinic

nclid(VIIb)は二詔結合の有鰍 こ拘 らず何れもピレト

I)ンにjt:･力効果を示さない.ピレト.)ンに対し共力効

穴を示すためには ･3,4-メチ't'ンジオキシフェニル基

の外邦 2の構迫も盃要である郡は既に著者))が指摘し

たところである.なお3,4-メチレンジオキシフェニル 一

兆を持たないmeso-a,PIdibenzylsuccinicacid(ⅠⅠIa),

dl-a-benzyliden-p-benzylsuccinicacid(ⅠVa), a,

p-dibcn之yl王densucciT!icacid(Va); dl-fk･benzylsucI

cinicadid(VIa)及び trans･a･ben2=ylidensuccinic

acid (VIIa) を同様ナト.)ウム垢とし, ピレトI)ン

0･031ppm を含む乳剤に夫々0･250pp,m琴加し,同様

にアカイエカの幼虫に対するノックダウン試験を行い,

時間-ノックダウン虫率予鵬回帰線から判定したとこ

ろ,何れも企く共力効果を示ミなかった･

Fiにアレス1)ンに対する(ⅠⅠIa,ら),.(IVa,b),(Va,b)

(VIa,b)及び(ⅤⅠIa,b)の共力効果もピレトリンの場

合と同様に,アレス])ン0.125ppm,供試化合物(髄と

して)1.000ppm~を含む乳剤について,アカイエカの

幼山に対するノらクダウン試験を行い, 其の時間-ノ

ック.ダウン山串から推定した.其の結果10化合物総て

アレス')ンに対して共力効果を示さず,特に(Ⅳb)及

び(Vb)がピレトリンに対して共力効果を示したにも･

拘らず,アレスリンに対しては全く共力効果を示さな

いことから,ヒパラクトンがピレトリンに対するより

以上にアレス.)ンに対して共力効果を示すのは, 3,4

-メチレンジオキシフェニル基地びに両フェニ)Lt基 を

結ぶ炭素机上の二重結合の存在のみに原因するもので

はなく,また中心核がy-ラクトン瓜である郡と,更に

特殊の立体配田を備える郡等にも原因するものと思わ

れる.

総 括

ピレト..)ン及びアレス1)ンに対するヒバ ラク トン
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(サどこン)の共力効果を明らかにし,更にヒバラクト

ンに近縁化合物であるコハク酸誘導体10租(ⅠⅠIa,b)～
(vIIa,b)の化学梢迫とピレスT/jドに対する非力効果

との関係を究明する目的で,ピレスロイド+供試化合

物の乳剤のアカイエカの幼虫に対するノックダウン弛
~ぴに致死効力をペトリー皿法により,又ピレスロイド

+ヒJT'ラクトン,ヒノキニン或はピベロニルプトキサ

イドの粉剤のイエバエに対するノックダウン効力を和

粉降下装置法によって求め,それ等のピレスロイド.に

対する共力効果を芽定し,併せてそれ等ゐ活性虻と同

様操作したヒノキニン並びにピベロニルプトキサイド

のそれとの比較をも行った.

ヒバラクトンはヒノキニンと同様ピレトリンに対し

てほ 同ゞ程皮の共力皮を示し,イエバエに対する粉剤

のノックダウン試験では.前者の共力皮 (1.54)は後

者のそれ (1.09)より優れているが,アカイエカの幼

虫に対する乳剤のノックダウン並びに致死試験では.

反対に前者のそれ(1.70及び1.49)は後者のそれ(1･92

及び1.62)より伍か劣る.

. ァレスリンに対してはヒパラクトン及びヒノキニン

は共に強い共力剤として作用し,アカイエカの助山に

対するノックダウン及び致死効果試駅では,前者の火

力皮 (3.50及び2.36-2.46)は後者のそれ (3･21及び

1.88)より優 り,イエバェの場合は反対に前者のそれ

(3.21)は後者のそれ(3.69)より少しく劣る.然しア

カイエカの幼虫に対する両試験に於てはヒパラクトン

のアレス.リンに対する共力皮はピベロニルプトキサイ

ドのそれ (2.43及び1二89)より凝り,Tl'd者は後者の

1.26-1.44倍に相当する.

.一般に各生物試験に放て,ヒバラクトンとアレス))

ンの組合せは,同じようなヒバラクトンとピレトリン

の組合せより其の共力庇が留れて屈り,前者の似合の

非力皮は後者のそれの 1.65-2.08倍に相当する.班

在までに知られている多くの天然及び合成共力剤特に
′3ご4-メチレンジオキシフェニル基を有する共力剤のア

レス.)ンに対する共力効果は,一般にピレト')ンI与封

するそれより劣るという串が多くの研死者にJJ:つて視

察されているが,本突験に称 するとバラクトンはこれ

と全く反対の性能を示す.ヒバラクトンによって示さ

れるような特異の共力効果の発見は,3,4-メ≠レンジ

オキシフェニル益を有する化合物中になおアレス.)ン

非力剤として東に強力なもの 存ゝ在することを示唆し

ているものと考えられる.

･ヒlヾラクトンに近緑川辺のコハク勧誘村仲10孤のう

ち, ピレト.)ンに非力効果を示すものは (ⅠVb)及び

(Vb)で,特に(Vb)の共力蛇(2.01)はヒノキニンのそ

れに近い.一般に二韮結合の増加に従ってピレト.)ン
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に対する非力皮が叩加するJ:うである. この2化合物

以外のものは,絶てピレト.)ンに対して八･力効刀!を示

さない.

アレス.)ンに対しては10化合物絶てJt'･力効架を示さ

ず,ヒパラクトンに見るJ:うな梢)nl!などレスロイドに

対すろ非力効果には3,4-メチレンジオキシフェチル兆
と二m統合のみではなく,他にy-ラクトン環或は特殊

の立脚 JVl迫等が関与しているものと考えられる.

約りにのぞみ終始卸鞭控を賜った本学前桁悌伐教授,

打訳な試料を芯与された歯tn大学工学部増村光雄博士

及び実験に助力せ られた本学沌充彦君に夫々搾甚の謝

意を衣する.なお研死門の一部は文部IB料学研死助成

金によった.
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Tt占飢Im占
＼

Th'esynergist王cELCt王onoEhibLITnctone(savinin)

anditsrelated10compounds0npyrethr王nsand

allethrinwereinvestigatedfrom lheknockdown

andlethaleffcctivenes50Esynergizedpyrethroid

'cmulsionsagainstmosquitohrvac,CtLleE♪Z'piens

耶 227...*-TV

var.♪LZtZcnsCoqd.bymeans0fpetridishmethod

andfrom theknockdowneffect王venes50fsyner一

giZCdpyrethroiddustsagainsthousef)ieS,Musca

domesLfca'vzcinaMacq･bymeans0fsettlingdust
L

zlpparatuSmethod ofNagaSaWil.in comparison

withsynergisticactivitie90fhinokl'niもandpiper-

onyIbutoxidewithpyrethroid.

Pyrethroid･synergistratiosin9ynerg王zedemul-′

sionanddustwereonthewhole1:8,and the

degreesofsynerg王sm(D.S.)OftheseCOmpOundS

werecalculatedfrom m'edianlethalconcentration

ormedian knoekdolVn timebyprobitmetI10d

deve一opedbyBHsg･ ､

Hibalactonewasfoundto.actaSSynergistfor

pyrethr王nssimilarlytohinokinin,and-thesyner-

gist王cactivity ofthei.ormer(D･S･-1･54)was､

moreefEctivethanthatoftheTatterintheknock-

down testOfdllStagainsthouseflies,butthe

former(D.S.亡1.70,knockdown;1.49,lethal)

was.Onthecontrary.lesseffectivethantllelatter

inknockdownandletha7tests0femulsionagainst

mosquito一arvae.

BothIlibalactoneandh王nokininactedeffective-

lyaSSynergistfor811ethrin,andSynergisticacti-

vity oftheformer(D.S.-3.50,knockdown;

2.36-2.46.lethal)wasmorecEfectivethan･those

ofthe一atterandpiperonylbutox王deinknockdown

zlndlethaltestsagainstmosquitolarvae,blltthe

former(D.S.-3.21)王S,on.thecontrary,一essef-

fectivethan the tatterandpiperoniIbutoxide

againstIhousenie9.

From thereSllltsobtained,ithasbeenobseryed

thatthecombinationofallethrinwithhibalactone

showsa higherorderofSyTLergism than the

similarcombination ofpyrethrinSwith hibala-

ctone,furthermore,itssynergislicactivity for

allethrinwas1.65-2.08timesnSeffectiveasthat

forpyrethrins. Bymany investigators,王twas

foundthatthecombinationofれIlethr王nwith3,4-

methylened王oxyphfnylsynergistswere,illgeneral,
leSSeffective than thesimilarcombination of

pyrethrinSbuttheresultsobtainedinthepresent

invcStigationdidnotagreewiththeseformerin-
formationg.

Inthetests0ntheknockdowneffectivenessof

pyrethroidemulsionsmiⅩedwith synthesized 10

succ王nicacidderivativesagainstmosquitolarvae/

dl･dF･p王peronyliden-p-p王perony79uCC王n王cacid(D.S.
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-1.05)andα,β-dipiperonylidensuccinicacid(D.

S･-2･01)showedsynergism with.pyrethr王ns,but

滋eso･α,p-dibenzylsllCCinic-,meso･α,β･dipipero-

tlylsllCCinic-, dl･α-benzyliden-p-benzylsuccinic･,
a,β-dibenzylidensuccinic･,dl･α-benzylsuccinic-.

dl-a-piperonylsuccinic-,trams-α･benzylidensuc･

cinic-anda-piperonylidensuccinicacidshowedno

･synerg王sm with thesame/ Whereas,allof10

第 221巻-1Y

comp?undsshowednosymergism withallethrin･

ItseemsthatsllCh unique'synergisticactivity

ofhibalactonewith pyrethrinsand allethrinig

causednotonlybythepresenceof3,4-methylene･

dioxyphenylgroupanddoublebondbutbypos･

sessionofγ･1actoneringorpeculiarstericcon･

figuration.

EffectsOfAIctal)Oliclnhil)itorB,Potassium lonSandDDT onSomeElectricalPJ･OperticB

ofInsectNcrveJStudiesontheMechanism ofActionofInsecticides.XV.･TeruoYAll舶Ju:l

andTosllioN̂ miTIASIII8(LaboratoryofAppliedEntomology,FacultyofAgriculture,Univcr･

sityofTokyo,Tokyd,Japan).ReceivedOct.29,1957.Bolyu-Kcgaku22,354二367,1957.

60･昆虫神経の二,三の電気的性質l羊卑ぽす代鞄阻害瓢 E イオンおよび DDT の影V.･

殺虫剤の作n]モ劉/12に関する研究 第 15報 山崎輝男 ･檎惜敏夫榊 (究京大学出学部芋虫学研死去)

32.10.29 受Fj!

DDTは神経の静止代謝よりもむしろ興布代謝に働くかあるいは神経原形TI脱にtEi'域物理化学的に

飽いて椀伐変化をもたらす,という準者らの仮説を証明するための一巡の研究の一つとして, 本紙

で拝見虫神経の静止屯位,活動何位,沼気緊張屯位,および興替佐に及ぼす二, 三の代謝阻口剤や

Kイオとのft欄 をDDT と比較した.その結果仮説を支持する二,三の実験結果がえられるととも

に.代謝阻u刑の作IT]機構や南極通流作用についても興味ある知見がえられた.

Restingpotent;alofcockroachnervellaSbeen

showntobedepressedby treatingwith meta-

bolicinl1ibitbrsandtobellnafEecledbytheap-

plicationofDDT.A hypotIleSisconcemingtlle

modeofaction ofDDTupon nervehasthus

beenpresentedthatsuとhchangesinnervefunc-

tionundertheinfluenceofDDTasanaugmenta-

tionofrepetitiveexcitabilityandan 王ncreasein

thenegativeafter･potential arebroughtaboutnot

SoTnuChbyaninhibitionofthe〃restingmetal

bolism" ofnerve asbya disturbanceofpthe

Hactivemetabolisml'ofne■Ⅳeorbya direct

physico-chemicalactiononthenervemeIムbrane

cau.sing changes in.ionic permeabilityofthe
membrane15).

Excitabilityofnerveisknowntodependpartly

upontherestingpotentia一,and･the一atterinturn

isstlpportedbymetabolicenergyin thenerve,
ortherestingmetabolism.Ontheotherhand,

maintenanceofexcitabi一ityisknown torequire

inadditionothersourceofmetabo一icenergy,or

theactivemetabolismlB).Electrotonicpotentialof

+Formername,Toshiolslm
+事旧姓,石非
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nerveisknowntodependontheresting potcn･

tialandtohavesomecorrelationwith dectrical

propertiesofthenervemembrane句.

Inthelightofsuchviewもthepresentcxpcri:
mらntswerellndertakentogainfurtherinEorma･

一ionssupporting our hypothesis,dcalingwith

the simultaneous determinationsofthechanges

in theresting potentiali excitability,andthe

electrotonic potentialofthe nerve"underthe

inf】uence>ofmetabo一icinhibitors,potassium iPnS,
orI)DT,andalsodealingwith theeEEects･on

the DDT-induced negative after･potcntialoE

metabolicinhibitors,pワtassium ions,Orelecト
rotonus.

AhtcJ･)'alsAndMcthod旦

Insects:AdultsoftheAmerican cockroach

PeriPlanetaamerica71aL wereused throughout

thee甲eriments･Theywererearedinthe)abora･

toryataconstanttemperatureofabout300C.

Nerve.preparations:Theiso一atednervecard,
including the metathOracic ganglion and the

who一eabdominalganglia,wasused.Itcontains

severalgiantaxons,whichweredescribedinour
●

previouspaper15).


